
数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」 ＜準備問題①＞

組 番 名前

１ 三角形の合同条件を書きなさい。

２ 次の図で，ＡＢ ＣＤのとき，次の問いに答えなさい。／／

(１) ∠ａ の大きさを求めなさい。 (２) ∠ａの大きさを求めなさい。

(３) ∠ａ の大きさを求めなさい。 (４) ∠ａ の大きさを求めなさい。
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＜準備問題①・解答＞数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」

１

・３組の辺がそれぞれ等しい ※順序は問わない。

・２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい。

・１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい。

２

(１) ∠ａ＝６５° (２) ∠ａ＝３５° (３) ∠ａ＝５０° (４) ∠ａ＝５０°

【解説】

(１) 三角形の外角の性質より

∠●＝１１０°－４５°＝６５°

ＡＢ ＣＤにより，同位角が等しいので／／

∠ａ＝∠●＝６５°

(２) ８５°の角の頂点を通り，直線ＡＢに平行な

直線をひく。

錯角が等しいので，

∠○＝５０°

∠●＝８５°－５０°＝３５°

したがって，∠ａ＝３５°

(３) ∠aの頂点，８０°の角の頂点のそれぞれを

通り，直線ＡＢに平行な直線をひく。

錯角が等しいので，

∠○＝５０°

∠●＝８０°－５０°＝３０°

∠ａ＝２０°＋３０°＝５０°

(４) ∠●＝１８０°－(７５°＋２５°)

＝１８０°－１００°

＝８０°

∠○＝１８０°－１５０°＝３０°

∠●＝∠ａ＋∠○

よって，

８０°＝∠ａ＋３０°

したがって，

∠ａ＝５０°
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数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」 ＜準備問題②＞

組 番 名前

１ 次のχの値を求めなさい。

(１) ２：５＝χ：１５ (２) χ：２＝５：４

(３) χ：２＝３：５ (４) χ：５＝(χ－６)：３

２ 右の図のように，二等辺三角形ＡＢＣで∠Ａの二等分線と底辺ＢＣとの交点をＤとします。

線分ＡＤ上に点Ｐをとると，

△ＡＢＰ≡△ＡＣＰ

となります。

これを次のように証明しました をうめて。

証明を完成させなさい。

(証明)

△ＡＢＰと△ＡＣＰにおいて

△ＡＢＣは二等辺三角形より，ＡＢ＝ ･･････①!

仮定より，∠ＢＡＰ＝∠ ･･････････････････②"

また，ＡＰは ････････････････････････････③#

①，②，③より， がそれぞれ等しいから，$

△ＡＢＰ≡△ＡＣＰ
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＜準備問題②・解答＞数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」

１

(１) χ＝６ (２) χ＝ (３) χ＝ (４) χ＝１５

【解説】

外側の２数の積と内側の２数の積は等しくなるので

(１) ２×１５ (２) χ×４

２：５＝χ：１５ ５χ＝３０ χ：２＝５：４ ４χ＝１０

５×χ χ＝６ ２×５ χ＝

χ＝

(３) χ×５ (４) χ×３

χ：２＝３：５ ５χ＝６ χ：５＝(χ－６)：３ ５(χ－６)＝３χ

５χ－３０＝３χ
２×３ χ＝ ５×(χ－６)

５χ－３χ＝３０

２χ＝３０

χ＝１５

２

ＡＣ ＣＡＰ 共通 ２組の辺とその間の角! " # $



数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」 ＜基本問題①＞

組 番 名前

∽△ＤＥＦであり，ＡＢ：ＤＥ＝３：２となるように△ＤＥＦを下の図にかきなさい。１ △ＡＢＣ

Ａ

Ｂ Ｃ Ｅ

∽四角形ＥＦＧＨです。次の問いに答えなさい。２ 次の図で，四角形ＡＢＣＤ

(１) 辺ＢＣに対応する辺を答えなさい。

(２) 四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨの相似比を求めなさい。

(３) 辺ＥＦの長さを求めなさい。

(４) ∠Ａ＋∠Ｃの大きさを求めなさい。
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＜基本問題①・解答＞数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」

１

Ａ

Ｄ

Ｂ Ｃ Ｅ Ｆ

２

(１) 辺ＦＧ (２) ４：３ (３) ㎝ (４) ２２０°

【解説】

(２) ＢＣ：ＦＧ＝８：６なので，

相似比は，４：３

(３) ＡＢ：ＥＦ＝４：３ (４) ∠Ｄ＝∠Ｈ＝８０°

６：ＥＦ＝４：３ ∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ＋∠Ｄ＝３６０°

４ＥＦ＝１８ ∠Ａ＋６０°＋∠Ｃ＋８０°＝３６０°

∠Ａ＋∠Ｃ＋１４０°＝３６０°
ＥＦ＝

∠Ａ＋∠Ｃ＝３６０°－１４０°

よって，
ＥＦ＝

∠Ａ＋∠Ｃ＝２２０°



数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」 ＜基本問題②＞

組 番 名前

∽五角形ＦＧＨＩＪです。下の問いに答えなさい。１ 次の図で，五角形ＡＢＣＤＥ

(１) 五角形ＡＢＣＤＥと五角形ＦＧＨＩＪの相似比を求めなさい。

(２) 辺ＡＥの長さを求めなさい。

(３) ∠Ｆの大きさを求めなさい。

(４) ∠ＣＥＤの大きさを求めなさい。

∽六角形ＧＨＩＪＫＬです。次の問いに答えなさい。２ 次の図で，六角形ＡＢＣＤＥＦ

六角形ＧＨＩＪＫＬの相似比を求めなさい。(１) 六角形ＡＢＣＤＥＦと

(２) 辺ＡＦの長さを求めなさい。

(３) 辺ＪＫの長さを求めなさい。

(４) ∠Ｄの大きさを求めなさい。
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＜基本問題②・解答＞数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」

１

(１) ２：１ (２) １０㎝ (３) ９０° (４) ３５°

【解説】

(１) ＣＤ：ＨＩ＝１２：６なので， (２) ＡＥ：ＦＪ＝２：１

相似比は，２：１ ＡＥ：５＝２：１

ＡＥ＝１０

(４) ∠Ｃ＝∠Ｈ＝１００°

∠Ｅ＝∠Ｊ＝１２５°

∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ＋∠Ｄ＋∠Ｅ＝５４０°

９０°＋１１５°＋１００°＋∠Ｄ＋１２５°＝５４０°

∠Ｄ＋４３０°＝５４０°

∠Ｄ＝５４０°－４３０°

∠Ｄ＝１１０°

△ＣＥＤは二等辺三角形なので， ∠ＣＥＤ＝(１８０°－１１０°)÷２

＝７０°÷２

＝３５°

２

(１) ４：３ (２) １２㎝ (３) ㎝ (４) １１５°

【解説】

(１) ＣＤ：ＩＪ＝１６：１２なので， (３) ＤＥ：ＪＫ＝４：３

相似比は，４：３ １４：ＪＫ＝４：３

４ＪＫ＝４２

(２) ＡＦ：ＧＬ＝４：３
ＪＫ＝

ＡＦ：９＝４：３

３ＡＦ＝３６
ＪＫ＝

ＡＦ＝１２

(４) ∠Ｂ＝∠Ｈ＝１０５°

∠Ｃ＝∠Ｉ＝１２０°

∠Ｆ＝∠Ｌ＝１３０°

∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｃ＋∠Ｄ＋∠Ｅ＋∠Ｆ＝７２０°

１１５°＋１０５°＋１２０°＋∠Ｄ＋１３５°＋１３０°＝７２０°

∠Ｄ＋６０５°＝７２０°

∠Ｄ＝１１５°



数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」 ＜基本問題③＞

組 番 名前

， 。 ， 。１ 次の①～⑦の図で 相似な三角形はどれとどれですか また そのときの相似条件をいいなさい

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦

∽を使って表しなさい。また，そのときの相似条件をいいなさい。２ 下の各図で，相似な三角形を記号
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＜基本問題③・解答＞数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」

１

①と④（２組の角がそれぞれ等しい）

②と⑤（３組の辺の比がすべて等しい）

⑥と⑦（２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい）

２

① △ＡＢＣ （２組の角がそれぞれ等しい）∽△ＡＤＥ

② △ＡＢＣ （２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい）∽△ＤＥＣ

③ △ＡＢＣ （２組の角がそれぞれ等しい）∽△ＣＢＤ

※ 各頂点が対応していればよい。



数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」 ＜基本問題④＞

組 番 名前

１ 右の図の△ＡＢＣにおいて，２点Ａ，Ｃから

辺ＢＣ，ＡＢにそれぞれ垂線ＡＤ，ＣＥを引きます。

ＡＤ，ＣＥの交点をＦとすると，

∽△ＣＢＥ です。△ＡＦＥ

これを，次のように証明しました。 を

うめて証明を完成させなさい。

（証明）△ＡＦＥと△ＣＦＤにおいて，

仮定より，∠ＡＥＦ＝∠ ＝９０°････････①!

対頂角は等しいから，∠ＡＦＥ＝∠ ･･････②"

①，②より，∠ＦＡＥ＝∠ＦＣＤ ･･･････････････････････③

また，△ＡＦＥと△ＣＢＥにおいて，

仮定より，∠ＡＥＦ＝∠ ＝９０°････････④#

③ ④より がそれぞれ等しいから， ， $

∽△ＣＢＥ△ＡＦＥ

２ 右の図の△ＡＢＣにおいて，

∽△ＣＢＤ△ＡＢＣ

であることを証明しなさい。
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Ｄ Ｃ

Ａ

Ｅ
Ｆ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

６㎝

９㎝
12㎝



＜基本問題④・解答＞数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」

１

ＣＤＦ ＣＦＤ ＣＥＢ ２組の角! " # $

２

【証明】

△ＡＢＣと△ＣＢＤにおいて、

ＡＢ：ＣＢ＝１２：６＝２：１ ･･････①

ＢＤ＝１２－９＝３

ＢＣ：ＢＤ＝６：３＝２：１ ･･････②

また，共通な角だから∠ＡＢＣ＝∠ＣＢＤ ･･････③

①，②，③より２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいので

△ＡＢＣ∽△ＣＢＤ



数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」 ＜応用問題＞ 

 

                                  組   番  名前                  

 

１ 次の図のように，平行四辺形ＡＢＣＤを点Ｃを中心

に時計回りに回転させ，点Ｄが辺ＢＣの延長上の点Ｇ

にくるようにすると，２点Ａ，Ｂは，それぞれ点Ｅ，

Ｆに移動しました。 

  このとき，△ＢＦＣ∽△ＤＧＣ であることを 

 証明しなさい。     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                        

２  Ａさんは家の近くにあるビルの高さを，縮図をかい

て調べることにしました。そのために，Ａさんがビ

ルから２４ｍ離れた地点から屋上を見上げたとこ

ろ，その角度は５５°であることがわかりました。

Ａさんの目の高さが１.６ｍのとき，縮図をかいて，

ビルの高さを求めたいと思います。 

   このとき、次の問いに答えなさい。 

 

 

（１） Ａさんは，ＱＲに対応する辺Ｑ’Ｒ’を４ｃｍとして縮図△Ｐ’Ｑ’Ｒ’をかきました。その

あと、どのようにしてビルの高さを求めるのか説明しなさい。 

 

 

 

 

 

（２） 実際に縮図をかいて，ビルの高さを求めなさい。                                                                                             

 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

Ｄ 

Ｅ Ｆ 

Ｇ 

24ｍ 

55° 

1.6 m 

 

Ｐ 

Ｑ Ｒ 



数学３ ５章 図形と相似 「相似な図形」 ＜応用問題・解答＞ 

 

１ 

 【証明】        

    △ＢＦＣと△ＤＧＣにおいて， 

       ＢＣ＝ＦＣ            ･･････①  

        ＤＣ＝ＧＣ            ･･････② 

    ①，②より ＢＣ：ＤＣ＝ＦＣ：ＧＣ ････････③ 

   また，図より回転させた角度は同じであるから 

      ∠ＢＣＦ＝∠ＤＣＧ        ･･････④ 

    ③，④より，２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しいから， 

       △ＢＦＣ∽△ＤＧＣ 

 

                               ＊別解あり 

 

 

 

２ 

（１）Ｑ’Ｒ’＝４ｃｍだから、△Ｐ’Ｑ’Ｒ’は、△ＰＱＲを６００分の１の縮尺でかいた図なので，

Ｐ’Ｒ’を実際に測り、その値を６００倍して，長さの単位をｃｍからｍに直した値を求める。 

   最後に、その値にＡさんの目の高さ分の１．６ｍをたせば求めることができる。 

 

                                    

（２）                          左図のように縮尺６００分の１で， 

                                  ∠Ｒ’＝９０°の直角三角形Ｐ’Ｑ’Ｒ’ 

                                  を書き，Ｐ’Ｒ’を実測すると，    

                                  Ｐ’Ｒ’＝５．６ｃｍ  である。        

                                  ５．６×６００＝３３６０(ｃｍ)       

                                 この単位をｍに直すと３３．６ｍ              

                            この値にＡさんの目の高さ分の１．６ｍをたすと 

                                  ３３．６＋１．６＝３５．２            

                                                  答え  ３５．２ｍ 

 

 

Ｐ’ 

Ｑ’ Ｒ’ 

55° 

４cm 


